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労働ＮＧＯ関係者は広州市と仏山市にある労働ＮＧＯの一五名に上り、うち四名は後日、それぞれ、集合騒乱罪（曾飛洋、朱小梅、孟晗） 、 および職務上横領罪 （何暁波）の疑いで刑事逮捕された。　
このうち、唯一の女性で授乳中
の乳児 母親 あった朱小梅のみ二月一日に保釈されたが、残る三人は拘束以来二カ月以上が経過した現在も獄中にある。三人には被告人に認められた法的権利で る弁護士との面会も認められな 状態が長く続き、うち曾飛洋 は今
も認められていない。政府による特例的措置とみられ、身の上が案じられている。　
全国から労働者（いわゆる「農
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民政部門からも肯定的に評価され、全国でも唯一、草の根ＮＧＯでありながら 府公認のソーシャルワークセンターとして活動してきた。労働ＮＧＯの詳細は後述するが、そのなかでもいくつかの点で特徴の異なる、かつ代表的なこの二つのＮＧＯが今回、同時に逮捕されたこと 背景をどう考えたらよいのだろうか。　
事件の経緯は未だ明らかでない
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そのため、朱の分類による⑴の官製ＮＧＯと⑵の草の根ＮＧＯとは、近年ではフォーマルな（ＮＧＯとしての法人格を認 られた）ＯとインフォーマルなＮＧＯ 二区分と とらえられるべきだと考える。　
以上のような、現在の中国国内



































の主な業務は法律コンサルティング、さらには被害者 代わって代理出廷することさえあり、それにもかかわらず料金 「文書作成サービス」の名義で徴収するしかなかった。服務部のサービス対象は貧しい農民工 ため、 極めて低く、ひとつの案件毎に数百元から高くても一〇〇〇元以下だったが、それさえも徴収できないことが珍しくなかった。労災や未払い賃金を受け取るなり、帰郷してしまう農民工 多く、打工族服務部には損失が残るケースが珍しくなかった。服務部創設から二カ月、当初の創設者であった寥は経営難に根を上げ、他の弁護士事務所からの誘いに乗 て打工族服務部を去ってしまった。　
翌一九九九年、司法局が打工族
服務部の会計検査を行 、 「文書服務部は有償の法律サービスを提
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二〇〇七年に所在鎮の公安部 らの干渉に遭い、転出を求められた。理由は文化服務部 毎日一〇〇人を超える農民工が集まるため、組織化して暴動を起こすことを恐れてのことだったとみられてい 。　
地元公安部門が行う 「転出強要」














との出会いは二〇一〇年末 ことである。それ以降、打工族は団体交渉によ 労使交渉に舵を切り、二〇一五年までの五年間に大小さまざまな数十件 を指導している。その指導方針は、救済を求めて来た労働者に対して、働者代表を選出するよう促し、労使交渉の進 方や戦略を具体的に指示することによって、雇用 側との団体 場で労働者の要求の実現を図るといった、冷静なものである。　
交渉によって労働者側が勝ち取
った保障金と未払い社会保険料が最も多額だった利得靴廠のケース（二〇一四年）では、 一億二〇〇〇万元が一〇〇〇人あまりの労働者に支払われることで決着した。過去五年間に打工族服務部が労働者
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院で、二〇〇六年六月、労災被害者の慰問に訪れ 打工族服務部のスタッフと知り合う。何の手指切断事故は、工場主が労災保険に加入していなかったため、労災は適用されず、対処すべき 識もなかったが、打工族服務部のサポートを得て工場主と交渉し 賠償金を獲得することができた。　
怪我の治療が完了した一〇月、
何は広州市の打工族服務部でボランティアとして働き、労災支援の法律的知識を学んで翌二〇〇七年に仏山に帰って労災被害者の支援を始めた。当初 打工族 派出機関として活動を開始し、後に「何暁波工作室」という名義にした。個人名で活動内容も明らか なかったのは、政治的にとがめられたりするリスクを避ける めの当時の判断だった。　
ところが、汪洋が広東省書記に
就任した二〇〇七年、広東省ではソーシャルサービス機関 発展が推進され、公益的な活動をするＮＧＯの活動が奨励された。こうした政治的環境の好転で、何暁波工
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まりインフォーマルなＮ フォーマルなＮＧＯとを問わず、この二つのＮＧＯが弾圧の対象となった。法人登記の性質を問わず、弾圧されたと考えられる。ただ、共通することはいずれ 労働ＮＧＯもそれぞれ 分野で活発に活動
042-048_分析リポート_山口真実.indd   47 2016/04/07   11:34
アジ研ワールド・トレンド No.247（2016. 5） 48

































































































































042-048_分析リポート_山口真実.indd   48 2016/04/07   11:34
